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「マナビィ」

「かごしま青年塾」は，これからの鹿児島を担う青年層を対象に，各界で活躍する経営者やリー

ダー等との交流や現地での研修等を通して，『広い視野』『高い識見』『主体性,行動力』『仲間

との深いつながり』を育み，次世代かごしまの地域を支えるリーダーを育成する事業です。

令和４年度最後の第７回かごしま青年塾では，「特別講演」,「閉講式」を行いました。

・日時 令和４年12月18日（日）13:00～17:00
・会場 かごしま県民交流センター

ＩＣＴ大研修室（西棟５階）

◇特別講演

演題 ＳＤＧｓとプラスサム資本主義
講師 田瀬 和夫 氏 (SDGパートナーズ有限会社 代表取締役CEO)
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特別講演では，田瀬氏からこれからのＳＤＧｓとプラ
スサム資本主義について具体的に御教授いただき，塾生
はワールドワイドで近未来を見据えた視点からの提案に
大変感銘を受けていました。

閉講式では，知事をはじめ，県教育長，県教育委員の
方々等に御参列いただき，塾生を代表して学生と社会人
１人ずつが，半年の活動を振り返り，貴重な体験や自身
の学びについて発表しました。その後，知事から「次代
の鹿児島を担うリーダーとして持てる力を存分に発揮し
てほしい。」と激励の言葉をいただきました。
振り返りでは，塾生から「講師の話を聞いたりする中

で，自分が変わっていくのを実感した。」,「ここで出
会ったつながりをこれからも大
切にしていきたい。」等の感想
が聞かれました。
塾生の皆さんには，本事業で

得た学びや人とのつながりを大
切にし，職場や地域，大学等で
活躍していただきたいと願って
います。

令和４年度『かごしま青年塾』閉講式記念撮影

塩田康一 知事 講師 田瀬和夫 氏

・日時 令和４年11月27日（日）13：10～17：00
・会場 かごしま県民交流センター ＩＣＴ大研修室(西棟５階)
・内容 県内若手リーダーとの交流会（事例発表・意見交換）
・講師 蔵元 恵佑 氏（株式会社オコソコ 代表取締役社長）

本田 静 氏（株式会社宙の駅 代表）
東川 隆太郎 氏（NPO法人まちづくり地域フォーラム･かごしま探検の会代表理事）

県内若手リーダーの方々を講師にお迎えし，交流会を実施しました。

塾生は３人の講師の先進的な取組についての事例発表を聞き，その
後３つのグループに分かれて，各講師を囲んでの意見交換をしました。
講師の方々は，各々の活動内容や活動への思いなどを熱く語られ，塾
生は大変刺激を受けた様子でした。三者三様の事例発表でしたが，地
域の課題を価値に変えることや地域との関わ
りについてなど，共通した内容が話題となっ
て意見交換が深まる様子がうかがえました。
塾生から「社会に対して常に意識をもって

自分ごととして考えていけるようにしたい。」
等の感想がありました。

交流会講師紹介の様子

塾生代表あいさつの様子

第６回「かごしま青年塾」（交流会）

https://kenmindaigaku.tank.jp/



今回は，放送大学鹿児島学習センター（西棟４
階）からの情報提供です。

資料請求（無料）・お問合わせ先

放送大学鹿児島学習センター

電話 099-239-3811 FAX 099-239-3841
URL  https://www.sc.ouj.ac.jp/center/kagoshima/

～放送大学４月入学生募集中～

放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う正規の通
信制大学です。働きながら大学を卒業したい，資格を取
得して仕事に活かしたい，学びを楽しみたいなど，様々な
目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
ただいま２０２３年4月入学生を募集しています。詳しい資

料をお送りしますので，お気軽にお問合せください。

○募集学生の種類
-教養学部-

科目履修生（6か月在学し，希望する科目を履修）
選科履修生（1年間在学し，希望する科目を履修）
全科履修生（4年以上在学し，卒業を目指す）

-大学院-

修士科目生（6か月在学し，希望する科目を履修）
修士選科生（1年間在学し，希望する科目を履修）

○出願期間
２０２２年11月26日～２０２３年2月28日，3月1日～3月１４日

（インターネット出願も受け付けております）

▶応募期限 令和５年１月27日(金)午後５時必着

▶提 出 先 かごしま県民大学中央センター
(かごしま県民交流センター２階)

現在，来年度の「とことんまなぶー講座」開設を希望する
機関･団体等を募集しています。応募条件や提出書類等，詳細
については，本センターの学習推進係(099-221-6604)に
お問合わせください。

と き： ① 令和５年 ７月 ７日 (金)～ ７月16日(日)

② 令和５年10月27日(金)～11月 ５日(日)

ところ： かごしま県民交流センターギャラリー第１

「生涯学習ふれあい展示」は，生涯学習と
して取り組んでいる創作・文化活動の成果
の発表や体験活動の機会を紹介とともに，
生涯学習に取り組む団体・個人の交流を促
進し，本県の生涯学習のより一層の振興を
図るための催しです。令和５年度も２回開
催します。

◆ゴッタン成音会
「ゴッタンを作って弾こう！
唄おう！」

【５回実施 延べ43人受講】
ゴッタンという楽器に初めて触

れることができ，うれしかったで
す。演奏できる曲ができました。

◆韻天流天吹
「さつまの伝統楽器天吹を自作
し天吹の音色を楽しむ」

【５回実施 延べ80人受講】
実際に自分の楽器（天吹）をも

らって練習するのは楽しかったで
す。

◆鹿屋体育大学
「健康づくり・介護予防講座
歩く脳トレ運動」

【３回実施 延べ74人受講】
頭をフル回転して，集中して学

ぶことができ，とても楽しく運動
することができました。

かごしま県民大学中央センターでは，多様化・高
度化する県民のニーズや現代的課題に対応するため
に，大学や各種団体等が連携して実施する講座を
「かごしま県民大学講座」と呼んでいます。このう
ち，かごしま県民交流センターを会場として実施する
講座が「とことんまなぶー講座」です。
令和４年度の「とことんまなぶー講座」の一部と

受講者の感想を紹介します。

第６回メディア研修講座（テーマ学習型）
～ＩＣＴを活用した効果的な情報発信～

かごしま県民大学

とことんまなぶー講座

「令和５年度生涯学習ふれあい展示」計画

シリーズ

【開催日時】令和４年12月７日（水）13：30～16：00
【会 場】かごしま県民交流センターＩＣＴ大研修室
【参加者】社会教育・生涯学習担当者３人

（南九州市，姶良市，北薩教育事務所）

【内 容】 前半の講義では，主に「Zoom」の主催者
としての活動や取組を中心に説明をしました。また，
Web会議システム「Zoom」を活用したオンライン
講座の企画・運営では，本センターにおけるオンライ
ン講座等の事例を通して説明するなど，具体例を提示
しながら進めました。

後半の演習では，受講者にオンライン講座の主催
者として必要なスキルを身に付けてもらうために，受
講者一人一人が機器を接続したり，端末を利用して
「Zoom」の応用的な操作を行ったりしました。また，
機器の接続や操作については本センター職員が，受講
者一人一人の進捗状況に応じて助言等を行いました。
受講者からは「『Zoom』を配信しながら講義・会

議を進めていく具体的な操作について，分かりやすく
説明していただけた。」「初めてホスト側の設定の仕
方を知って勉強になった。マニュアルを見ながらだと
分かりにくいので，直接教えていただいてありがた
かった。」などの感想がありました。

「ふれあい展示」は，「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会
文化プログラム事業」として実施いたします。

主催事業

報告
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